
令和８年９月７日 

一般社団法人 建設コンサルタンツ協会 

 

次期戦略的イノベーション創造プログラム（ＳＩＰ） 

ターゲット領域の検討に関する提言 

 

１．現状と課題 

現在の SIP 第 3 期（令和 5～9年度）は「スマートインフラマネジメントシステ

ムの構築（インフラ課題）」と「スマート防災ネットワークの構築（防災課題）」

が設定され、それぞれの目的に応じた研究開発や社会実装が進められています。 

令和 10 年度からの次期 SIP については、令和 8 年 7 月 23 日、次期戦略的イノ

ベーション創造プログラム（SIP）の在り方検討会が設置され、本年度内に実施予

定の課題候補の選定等に向けた集中的な検討を行うこととされており、その検討

にあたっては「日本成長戦略」の 17 の戦略分野との関係性を考慮するとされてい

ます。 

「日本成長戦略」では「防災・国土強靭化」が戦略分野の一つに位置付けられ

ており、その主要な技術である「防災技術」には、自動施工・遠隔施工やインフ

ラ老朽化対策技術といったインフラ関連技術も含まれています。 これらは災害へ

の備えや発災時の対応だけでなく、平時から社会資本の機能を持続的に確保する

役割を担うものです。 

 現在の SIP 第 3 期では、主たる目的が異なる「インフラ課題」と「防災課題」

を明確に切り分けられており、各取組を着実かつ効果的に推進する上で、両課題

を独立して設定することは重要であると考えています。 

この背景には、我が国におけるインフラ老朽化の進行と、建設コンサルタント

業界での将来の担い手不足という深刻な課題があります。  

そのため、インフラ分野の DX による点検・診断業務の省人化を推進することが

極めて重要です。 また、地方公共団体においても維持管理を担う技術職員が不足

しており、限られた人員と財源の下で広域・分野横断的なインフラマネジメント

を支える技術や仕組みの構築が求められています。 

 

２．提言 

これら山積する課題に対応するためには、産官学や府省が連携して研究開発か

ら社会実装までを一体的に進める SIP の枠組みが、引き続き重要な役割を担うと

考えられます。  

以上の点を踏まえ、次期 SIP においても防災に関する課題とは別に「インフラ

領域」を継続して設定し、インフラの整備、点検・診断、補修・更新、予防保全等

を支える技術の研究開発と社会実装を、明確なターゲットとして継続的かつ体系

的に推進することを提言します。 

なお、当協会はインフラ課題および防災課題がターゲット領域として設定され

た折には、当該研究開発の推進に協力させていただきます。 

以上 


